非農地認定申請書

令和　　年　　月　　日

氷見市農業委員会
会長　田中　昭一　殿

申請者　住所
　　　　　　
氏名

下記の土地につきまして、農地法第２条第１項の農地に該当しないことを認定願います。

記

１　認定を受けようとする土地の所在、地番、地目、面積
	土地の所在
	地番
	地目
	面積

	市町村
	大字
	字
	
	登記簿
	現況
	

	氷見市
	
	
	
	
	
	
	㎡

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	計　　　　　　　　　　㎡（田　　　　　　㎡　　畑　　　　　　㎡）


　２　申請地について
□　農地法（昭和２７年法律第２２９号）上、違反転用の処分もしくは、農業委員会から違反
転用の指導を受けていない
　□　農業振興地域の整備に関する法律（昭和４４年法律第５８号）に基づく氷見市農業振興地域整備計画における農用地区域内の土地でない
　□　集団性のある優良農地内でない（※）
　３　添付書類　　別紙１参照
（別紙１）
○交付基準
（１）農地法（昭和２７年法律第２２９号）上、違反転用の実態にないこと。
（２）農業生産力の高い農地で土地改良事業の対象となった農地であって、改良事業完了後８
年を経過し、更に非農地的土地利用がされて、２０年以上経過（合計２８年）していること。

（３）農業施設等の補助対象事業の農地であって、補助事業完了後１０年を経過し、更に非農
地的土地利用がされて、２０年以上経過（合計３０年）していること。
（４）集団性のある優良農地内でないこと。

（５）自然災害による被災農地で、農地として原状回復が著しく困難であると認められること。
（６）上記のほか、特に必要と認められる事情のあるもの。
耕作放棄地については、原則として「耕作放棄地に係る農地法第２条第１項の「農地」に該当するか否かの判断基準等について」（平成２０年４月１５日付け１９経営第７９０７号農林水産省経営局長通知）に定める基準に照らし、判断するものとする。
○添付書類

（１）位置図
（２）公図
（３）土地登記事項証明書
（４）現況写真
（５）非農地的利用がされて２０年以上経過していることを証明できるもの
（建物登記、日付の入った航空写真等）
（６）その他証言等の裏付け資料

（※）集団性のある優良農地とは、
・集団農地で高性能農業機械での営農可能農地
　　　・１０ha以上の集団となっている農地
　　　・農業公共投資対象農地
　　　・生産力の高い農地　など
（別紙２）
１　認定を受けようとする土地の所在、地番、地目、面積
	土地の所在
	地番
	地目
	面積

	市町村
	大字
	字
	
	登記簿
	現況
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	計　　　　　　　　　　㎡（田　　　　　　㎡　　畑　　　　　　㎡）


